
高山市産業振興計画　産業振興のための基本的方向と取り組みの概要

　【産業振興の基本的な考え方】 飛騨高山ブランドの強化による産業の振興 (見直し)

２．視点と取り組み (見直し) 　
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１．産業振興のための
　　基本的方向

飛騨高山ブランドのさらなる強化と、地域資源の活用による持続可能な産業の振興

(3)健全で豊かな森林づくり (3)森林資源の整備・多面的活用

６　生きがいをもって「働く」 ６　就労機会の拡大と労働環境の整備

(1)働きやすい環境づくり (1)若者のUIJターン就職者など人材の誘致

５　「環境･景観」を活用し、守り伝える ５　自然環境・景観の活用、次世代への継承

(1)景観の保全・形成・継承 (1)景観の保全・形成・継承

(2)環境にやさしい産業の振興

(2)新規就者への支援 (2)仕事と育児の両面支援など働きやすい環境づくり

(3)雇用の維持と就労機会の拡大 (3)事業の創出などによる就労機会の拡大

(2)循環型社会の形成

(3)個性・魅力ある店舗づくり (3)やすらぎとゆとりのある魅力的な農山村づくり

(4)起業・産業立地しやすい環境づくり (4)個性・魅力ある店舗づくり

(5)起業・新規就農・産業立地しやすい環境づくり

４　にぎわいのある「まち」をつくる ４　地域の特色を活かしたまちづくりの推進

(1)「やさしさ」と「わかりやすさ」のあるまちづくり (1)「やさしさ」と「わかりやすさ」のあるまちづくり

(2)魅力ある中心市街地づくり (2)にぎわいのある魅力的な中心市街地づくり

(2)安全・安心で付加価値の高いものづくり (2)消費者ニーズを的確に捉えた付加価値の高いものづくり

(3)地産地消の促進 (3)地産地消の促進

(4)海外への販路拡大

３　地域の特性を活した「もの」をつくる ３　地域資源を活かした個性・魅力あるものづくりの促進

(1)経営体質の強化 (1)地域資源の活用による経営体質の強化

(4)産学官・農商工連携、異業種・都市間交流の推進

(1)地域資源を活かした交流機会の創出 (1)地域資源を活用した滞在型・通年型の交流拠点づくり

(2)魅力ある地域情報の発信 (2)個性・魅力ある地域情報の発信

(3)産学官連携・農商工連携・異業種交流の推進 (3)海外からの誘客促進と受け入れ体制の強化

(3)職業能力の向上 (3)職業能力の向上

(4)もてなしの心の醸成 (4)おもてなしの心の醸成

２　多様な「交流」をすすめる ２　戦略的な交流の推進

１　次世代を担う「ひと」をそだてる １　次世代を担う人材の育成

(1)子ども・若者への啓発 (1)子ども・若者への教育

(2)担い手、後継者の確保・育成、技術の伝承 (2)担い手、後継者の確保・育成、技術の伝承

　本市が持つ先人たちより受け継がれた貴重な財産（土地、自然、町並み、歴史、伝統、文化、
技、食、人材など）やもてなしの心を「飛騨高山ブランド」として位置づけ、その保存・活用をす
すめるとともに、地域資源の有機的なネットワーク化や新たな地域資源の掘り起こしなどにより、
観光産業、農林畜産業、商工業の各分野の連携を保ちながら「飛騨高山ブランド」の強化を図
り、市内産業の振興を図る。

(見直し)

　本市が持つ先人たちより受け継がれた貴重な財産（豊かな森林資源、清らかな水、澄んだ
空気、四季折々の景観、町並み、歴史、伝統、文化、技、食など）やおもてなしの心を「飛騨
高山ブランド」として位置付け、さらに強化するとともに、地域資源の活用・循環の取り組みや
産業間の連携を強化し、将来にわたり持続可能な産業の振興を図り、市民、事業者が懐の深
い豊かさを感じあえる、成熟した価値観に根ざした豊かな地域社会の形成を目指す。
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